
 第２章 住まいを取り巻く現状と課題 

１  市の現状 

１）本市の概況 
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まとまりのある生活圏 

 



（１）人口・世帯 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）将来人口推計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）地域別類型の特徴 
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２  住宅の現状 

１）住宅の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ タイトル(％) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２）建て方・所有者別住宅の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３  アンケート調査の結果 

１）住宅・住環境に関する市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3%

22.1%

25.4%

17.9%

21.6%

20.3%

18.5%

10.3%

32.6%

19.8%

38.9%

34.9%

36.9%

32.1%

32.2%

29.6%

30.6%

18.1%

21.3%

44.3%

13.4%

15.9%

21.1%

23.7%

19.1%

31.7%

32.0%

41.4%

24.7%

19.0%

13.7%

17.3%

10.1%

16.1%

16.3%

8.3%

10.9%

16.3%

9.9%

11.2%

3.1%

7.7%

4.7%

8.2%

9.0%

7.8%

5.9%

10.3%

4.8%

3.5%

1.7%

2.2%

1.8%

2.0%

1.8%

2.2%

2.2%

3.8%

6.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①住宅の広さ・間取り

②台所や浴室の設備の充実・老朽度など

③生活安全性（手すりなどの設置や段差解消）

④遮音性（音がもれにくい）

⑤断熱性（冷暖房の効率性）

⑥耐震性（地震に対する強さ）

⑦防災性（水害や台風などに対する安全性）

⑧環境性能（省エネ化や再生エネルギー利用など）

⑨住宅ローンや家賃の負担

⑩住まい全体の総合的な評価

満 足 ほぼ満足 どちらともいえない やや不満 不 満 無回答
（回答者数769人）

◆

◆

31.3%

12.7%

19.1%

22.5%

51.6%

5.2%

13.1%

6.0%

6.6%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育のための施設・サービスの充実

子育て世代が交流できる施設・活動の充実

教育機会を提供する施設・サービスの充実

子どもを育むコミュニティ施設・活動の充実

子どもの安全や防犯に配慮した住環境の整備

子育て世帯向け住居の確保

若い子育て夫婦の住居費負担の軽減

三世代の同居や近居を支援する取組

子どもの成⾧に応じた住み替えの支援

その他
（回答者数769人による回答比率）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

39.6%

48.5%

61.8%

36.9%

37.3%

29.3%

18.0%

9.3%

4.8%

3.6%

3.6%

2.2%

1.8%

1.2%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

若年世代(18～39歳)

中堅世代(40～64歳)

高齢世代(65歳以上)

今後も住み続けたい 当分は住み続ける
いずれは住み替え（建て替え）たい 住み替える（建て替える）予定である
その他

65.7%

59.9%

50.6%

39.0%

4.5%

11.3%

17.9%

22.0%

0.4%

1.2%

2.4%

14.9%

11.3%

6.8%

10.6%

1.5%

1.8%

2.5%

0.8%

4.5%

5.6%

8.6%

12.2%

9.0%

9.5%

11.1%

8.9%

0.4%

1.2%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～39歳

40～64歳

65～74歳

75歳以上

しばらく住み続けるので空き家にならない 相続して空き家にならないようにしたい
相続するが空き家の状態になるかもしれない 空き家になる前に売却･解体等を考えたい
空き家にしないで賃貸住宅として利用したい 空き家になっても維持･管理に努めたい
どのような対策をするか家族で相談したい 将来のことはわからない
その他

◆

◆



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.9%

37.1%

17.2%

22.0%

14.4%

4.2%

15.2%

39.8%

18.2%

33.9%

5.2%

10.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

若者や子育て世代に配慮した住宅施策

高齢者や障がい者等に配慮した住宅施策

空き家の発生予防や維持管理が進む施策

既存住宅のリフォーム、リノベーションが進む施策

ライフステージに応じた住み替えを支援する施策

市外から新たな住み手を受け入れる施策

住宅地としての茅ヶ崎ブランドが高まる施策

緑や景観、街並みの魅力が高まる施策

省エネ化など住宅の環境性能が高まる施策

災害リスクへの対応力が高まる住宅施策

分譲マンションの管理が適正に進む施策

住宅確保が困難な方々を支援する施策

その他
（回答者数769人による回答比率）

◆



２）分譲マンション管理組合へのアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5%

61.5%

71.4%

45.5%

37.2%

25.0%

9.1%

1.3%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（建設時期） 昭和55年(1980年)以前

昭和56年(1980年)～平成12年(2000年)

平成13年(2001年)～令和4年(2022年)

空き室はない（0％） 空き室は5％未満 空き室は5～10％程度 空き室は10～20％程度

27.3%

20.0%

7.4%

45.5%

40.0%

63.0%

18.2%

29.3%

22.2%

5.3%

7.4%

9.1%

2.7%
2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（建設時期） 昭和55年(1980年)以前

昭和56年(1980年)～平成12年(2000年)

平成13年(2001年)～令和4年(2022年)

賃貸住宅はない（0％） 賃貸住宅は5％未満 賃貸住宅は5～10％程度
賃貸住宅は10～20％程度 賃貸住宅は20～30％程度 賃貸住宅は30％以上

9.1%

31.6%

46.2%

3.9%

3.8%

27.3%

46.1%

54.5%

15.8%

9.1%

46.2%

2.6%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（建設時期） 昭和55年(1980年)以前

昭和56年(1980年)～平成12年(2000年)

平成13年(2001年)～平成30年(2018年)

1回実施した（2回目も予定している） 1回実施した（2回目の予定はない）
2回実施した 3回以上実施した
実施したことがない（実施する予定である） その他・無回答
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◆

◆



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.4%
20.3%

7.6%
65.3%

34.7%
13.6%

26.3%
3.4%

17.8%
13.6%

9.3%
5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近隣住民どうしのトラブルが起きる
決まったルールを守らない住民が多い
管理費や修繕積立金の滞納者がいる

住民の高齢化が進んでいる
管理組合の担い手確保が難しい

マンション管理の知識や経験が不足している
マンション管理に対する住民の関心が低い

管理組合の運営がうまく進まない
修繕しなければいけない老朽箇所が多い

修繕のための資金が不足している
その他
無回答

（回答者数118人による回答比率）

30.5%

29.7%

40.7%
28.0%

28.8%

11.9%
43.2%

31.4%

5.9%
6.8%

2.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

管理組合の活動の改善・充実

管理規約の見直し・改正

管理費や修繕積立金の増額
修繕・改修の必要性などの定期点検

防災対策や防犯対策の実施

住民による自主的な整備・清掃等の実施
建物を⾧寿命化するための対策の検討

中⾧期的な資金計画の見直し
マンション管理に関するセミナーへの参加

専門的アドバイザーへの相談や派遣依頼

その他
無回答

（回答者数118人による回答比率）

◆

◆



４  住まいの課題 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


